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JSA京都支部では，以下の要領で「米朝問題講演会」を開催します．きわめてホットなイシ
ューであり，講師にも適任の方をお招きします．多数のみなさまのご参加をお待ちしています．	

・日	 時：10月6日（金）18:30～20:30（終了予定）	
・場	 所：龍谷大学（深草学舎）２１号館１階１０１教室	

	 	 	 	 	 ※	 	 以下の地図⑧の建物です（正門㉔を入ってすぐ左側の建物です）．	

	

	 	 	

	 	 	 	 	 ※	 JR奈良線「稲荷」駅下車，南西へ徒歩約8分	

京阪本線「深草」駅下車，西へ徒歩約3分		

京都市営地下鉄烏丸線「くいな橋」駅下車，東へ徒歩約7分	

・内	 容：康宗憲（カンジョンホン）さん	

「アジアの歴史と平和の構築	

－	米朝関係の緊張と対話による問題解決	－」	

・その他：事前の申し込みは不要です．資料代として500円をご負担ください．	

	

	 【康宗憲さんの略歴】	

奈良県生まれの在日韓国人２世．ソウル大学医学部留学中の 1975 年，「北朝鮮のスパイ」

の容疑で反共法・国家保安法違反で拘束され，死刑判決が確定．その後無期懲役に減刑され

1988 年に仮釈放，1989 年に帰日．2002 年，大阪大学大学院国際公共政策研究科入学．2007

年	同大学院にて博士学位取得（国際公共政策学）．現在，大阪大学・同志社大学などで非常

勤講師を勤め，国際平和や人権に関する科目を担当している．2011年に再審請求が認められ，

2013年にソウル高裁で無罪判決．2015年8月，大法院（最高裁）で無罪確定．	

（文責：細川孝）	

京都支部講演会のご案内 
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今年も「JSA 夏の学校」が 9月 8～10日
に開催されました．夏の学校は全国の若手研

究者の学習と交流の場として，毎年院生が中

心となって企画しております．今年は，「住民

不在の東京都政 ―豊洲・オリンピックから地
方自治を考える―」というテーマのもと講演

会や築地でのフィールドワークを実施しまし

た．また，今年は若手の新入会員2人を含め，
京都支部からは 4 名の若手が参加しました．

つきましては，若手の参加補助としてカンパ

のご支援を賜りますようお願い申しあげます． 
同封の払込用紙をお使い下さい．

女性委員会では，2017 年度の活動として
「女性研究者の実態把握」調査を行うことに

なりました．質的な実態把握や深い分析を重

視し，女児の誕生以後から学生時代にいたる

までのジェンダーも考察する予定です．	  
女性委員会の中に「調査チーム」を設定し，

具体的な調査内容は調査チームで検討するこ

とになります．調査結果（中間報告含む）は

2018年12月に予定されている「22総学」に
て報告する予定です． 
そこで「調査チームメンバーになりたい」

と思われる方を募ります．また，ご意見があ

れば「調査チーム」以外の方もご提案くださ

い（JSA京都支部までご連絡いただきますよ
うお願いいたします）． 

 
 
 
 
 
標記例会が8月17日午後3時より支部事
務所で開かれた．参加者5名．8月号特集よ
り以下の4篇の論文が取り上げられた． 
 
鴻上圭太「介護に関する資格者の養成に

関する現状と課題−学ぶ機会と介護労働
におけるソーシャルワークの関係」（報

告：福島知子） 
介護福祉士の養成校で学ぶ人が減少して

いる．その原因の一つは，介護現場の低賃金

や長労働時間や変則勤務等の労働条件による．

いま一つは，介護福祉士国家資格取得には複

数のルートがあり，養成校に入学しなくても

国家資格取得が可能であることから，介護福

祉士養成校（短大・専門学校）は大幅な定員

割れになっている．養成校で学ぶ人が減るこ

とは，介護労働をソーシャルワークの視点で

捉えることが脆弱なものとなると筆者は指摘

「JSA 夏の学校 2017 in 東京」カンパのお願い 

JSA 女性委員会による「調査」実施準備と「調査チームメンバ

ー」を募ります！ 

『日本の科学者』読書会 8 月例会の報告	

8 月号特集：「介護福祉労働再考－介護福祉労働の社

会的	 意味と専門職養成の課題－」	
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する． 
介護福祉士資格取得は，①実務経験ルート

②福祉系高校ルート③EPAルート④養成校
ルートがある．養成校に行かなくても介護の

資格（介護福祉士を含め多種あり）取得がで

きる．政府が推し進める地域包括ケアシステ

ムを形づくるための人材確保政策であり，介

護に関する資格は，短時間で「手技」を中心

としたカリキュラムで占めていくのではない

かと筆者は危惧している． 
養成校以外では，学問として体系的に介護

福祉学を学ぶ機会が与えられていないこと，

非常に短時間で介護に関する資格養成がなさ

れ，介護人材の裾野として広がっていくこと

を想定した介護人材確保計画がなされている．

介護に関する資格とその取得の現状は，介護

労働者が市民とともに生存権を獲得ていく主

体となり得ないし，市民の生存権をおびやか

す問題であると結んでいる． 
 
石田一紀「介護福祉労働の社会的意義を

改めて問う」（報告：福島知子） 
介護福祉労働は，「日常生活が困難な高齢

者」を対象にしていると理解されている．現

実は低所得者単身者，認知症，アルコール依

存症や鬱病，重複障害にある高齢障害者等「社

会制度の谷間」にある人々への援助の中核を

担ってきた．生活そのものへの総体的援助で

あった． 
介護福祉労働の量と質の改変，生活援助の

切り捨ては「社会制度の谷間」にある人々へ

の「総合的援助の切り捨て」になっていった． 
介護福祉労働は，疾病，障害の形成過程と

なっている生活基盤とその脆弱化に注目し，

問題を総合的にとらえ対応していかなければ

ならない．洗濯・調理・排泄・水分補給等の

部分的・代替介助ではなく，貧困という総体

的な状態への介護であり，介護計画の文面が，

「排泄介助」「清掃」であってもその通りには

いかない．分秒単位の細切れサービスの組み

合わせではない．人間の生活は，生命活動を

基本に連続している．その瞬間をつなぐその

人固有の目的意識がある．人間的に生きてい

こうとする内的な発達要求が反映されている．

人間的要求は，自己の社会的存在意義が実感

されてこそ，生きることから生きていくこと

への思いとして醸成されていく．単に個別性

ということではなく生活文化をはじめとする

生活史を反映している． 
介護福祉労働の働きかけは，要介護者を社

会や制度に「適応」させるために行うのでは

ない．社会的諸関係や制度に働きかけ，生活

力を引き出すために働きかけるもの．生きが

いや能力が社会的に封じ込められ潜在化して

いることに注目し，持っている能力を引き出

し合い，生かし合い，伸ばし合っていく集団

づくりを目指している．筆者はこのように介

護福祉労働の真髄を述べる． 
次に筆者は，産業・雇用労働の転換に伴い

不安定就労が一般化していくなかで，矛盾が

集中的にあらわれているのが介護福祉労働で

あると具体的に矛盾を明らかにする．介護要

求は，共同性を基本に，歴史性，個別性があ

る．生活という連続性の中で具体化していく

もの．所得・住宅・家族などの歴史的・社会

的要因を無視し，画一的にケアパックを提供

することはできない．介護要求は人間の生命

に関わるもの．現行制度では，要介護状態が

社会的に潜在化している人々の要介護度が正

確に反映されない．「軽度者」といわれる「社

会制度の谷間」にある人々こそ，要介護状態

が社会的に潜在化しているが，政府は「地域
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包括ケアシステム」によって介護保険制度か

ら切り離そうとしていると指摘する． 
政府や財界等が雇用や社会保障を見直す

動きを早めるほど，国民の医療や福祉など社

会的需要は高まり，労働政策の矛盾が噴出す

る．具体的には，①介護福祉労働者の供給が

社会的需要に追いつかず，不安定就労の激化

により離職者が増大，②要介護者が増大・重

度化していくという政策的な矛盾の激化，③

団塊世代の高齢化・都市の高齢化に対する医

療費・介護ベッド削減という政策課題が切実

になる等であると結んでいる． 
 
河野勝行「『介護労働の専門職性』議論の

ために－ヘルパー制度利用の障害者の立

場から」（報告：藤本文朗） 
磯野博・他「介護人材育成と外国人労働

者問題－中国・ベトナムとの交流を通し

て」（報告：藤本文朗） 
私の担当は，1つは河野勝行氏の論文のコ
メント．氏は個人的に全障研の40年来の研
究者仲間．この分野の歴史研究者で，文理閣

から数冊，アカデミックな本を出されている．

この論文では，“Nothing about us without 
us”が国際的にいわれる中で，当事者の立場
で書かれた質の高い論文で，しかし，介護士

に注文をつけながら，はげます文といえる． 
もうひとつは磯野博らの論文で私と共著

である．JSA本部への声で「欧米のこともと
の声」があったが，その手の本は山ほどあり，

中国，ベトナムを取り上げてもいいといえよ

う．とりわけ，EPAとのかかわりもある，中
国が本格的に「介護」のことを取り上げ，日

本の介護から学ぶ（福岡市の介護の研究者と

提携講師を中国へまねいて）方向にある（技

術面）． 
いずれにせよ，JSAの雑誌がこの問題を取
り上げたことに感謝したいが，JSAからも理
学系の参加が求められる．また，JSAの会員
の多くは早々介護の当事者になる（私をふく

め）といえる．

2017年8月26日（土）の13:30から16：
30まで，JSA京都支部事務所にて，2017年
度2回目の近畿地区サポーター会議が開かれ
た．京都支部からは，清水さん，宗川さん，

大倉さん，前田の4名，大阪支部と兵庫支部
から2名ずつ，滋賀支部から1名が出席した． 
	 恒例にしたがって，メンバーの自己紹介と

近況報告が交換された．今年から編集委員に

なった兵庫支部の松本さん，京都工繊大を退

職して支部幹事になった大倉さんが初参加で

あった．松本さんは，「読者の声」担当とのこ

とで，熱心に「声」の勧誘をされていた．軍

学共同反対の取り組みでは，滋賀県が連絡会

を作って各大学に申し入れをしていることや

神戸大学では現役教員だけで軍事研究反対の

要望書を出して，学長から軍学共同反対の回

答を引き出した経験が報告された．宗川さん

からは，自衛隊を容認する「安倍流9条改正
予想案」が配付され，この案は国民投票で通

るのではないかと注意喚起がなされた． 

『日本の科学者』第 2 回近畿地区サポーター会議報告 
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	 大阪支部の長野編集委員長から，編集委員

会の状況が報告された．9 月号より表紙に写
真を掲載するようになった．経費節減のため，

常任編集委員会は全国会議を含めて年4回に
なる．来月は関東地区のサポーター会議が開

催される．10月号から来年3月号までの特集
は確定している．順に，「変わりつつあるキュ

ーバ」「風力発電低周波音」「熱帯雨林の保全」

「大学の平和教育（通巻600号）」「気候変動」
「震災と宮城の教育」．それ以降は，「技術論

から原発を考える」「水田の生物多様性」「大

気汚染」「タンパク質の科学」「憲法問題」な

どが計画されている．特集は客員編集委員が

担当するが，非会員もいるとのことで，京都

支部からは会員優先を原則とすべきとの意見

が紹介された． 
	 その後，合評会に移り，7月号と 8月号の
批評が行われた．以下，号別に意見を紹介す

る． 
＜７月号＞ 
＜表紙＞久しぶりに特集なしという緊急事態

になった．溜まっていたレビュー論文をつぎ

込んだ．「学問の軍事化に抗う」という表紙の

タイトルは＜ひろば＞の記事にちなんで書い

た．このタイトル表記については違和感があ

るとの意見がでた． 
＜今清水論文＞原発の排水による海水の温度

上昇は影響しないのか．表はHPのコピーを
張り付けてあるが，作り直せなかったのか．

「相関係数」の意味するところがわかりにく

い． 
＜菅野論文＞元は原発問題ではなかったのか．

科学論から出発したわけではない．宗川さん

より支部ニュース原稿を配付して「菅野論文」

の矛盾を指摘．第 1 は，「科学の価値中立」
をいいながら「理論的価値」を認める．第２

は，「価値中立」と「没価値」は同義の学術用

語であるにもかかわらず勝手に無視．第3は，
技術は「価値中立」でないが「両刃の剣」（価

値中立）である，という．論文を掲載した編

集委員会に抗議． 
＜小林論文＞	 京都支部ニュースでも書いて

もらって，購入依頼があった．低周波被害は，

アレルギーや自閉症などと同じく，昔からあ

ったのが人権擁護との関係で顕在化してきた．

あるいは，増加しているかもしれない．日光

過敏症の経験があり，紫外線アレルギーのと

きはサングラスをかけた． 
＜新ヶ江論文＞「生権力」の説明で，「死を脅

かす」はおかしいのでは．男性の皮膚から卵

子を作っても大丈夫なのか．女性の卵子の場

合とどう違うのか． 
＜福岡教育大レポート＞「UI」（＝university 
identity），「壟断」（＝独り占め）が分からな
い． 
＜８月号＞ 
＜科学者つうしん＞「福井支部」の記事なの

に「JSA 東京支部」とは恥ずかしい間違い．
9 月号に訂正記事．編集委員会の手を離れて
いるが，チェックが必要． 
＜河野論文＞「くちなしでの色付けを知らな

い」や「丼鉢でカレーはおかしい」の例は特

殊過ぎないか．1日 2時間でヘルパーをこな
す方が難しい． 
＜鴻上論文＞介護の資格が大学なしで取れる

ようでは，福祉系の大学が崩壊してしまう．

一方で，大学での福祉学部は要件が厳しくな

っている．ホームヘルパーの講習では，テキ

ストは膨大．時間は高齢者，障害者で3時間
ずつしか要しない．関西福祉大学に非常勤講

師に行っているが，180名のときは，授業崩
壊していた．そのうちに，受講生が減って素
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晴らしい学生 20 名ぐらいが残った．これか
らは，介護を「受ける」側の教育が必要かも

しれない．最近，「乳幼児心理学」について，

将来子どもを預ける側として学生に講義する

のが必要． 
＜磯野論文＞外国人介護労働者について，日

本語の試験が受かるのが困難．技能レベルは

身についたとしても，試験に合格するための

日本語能力をどう身につけるかが問題． 
＜特集全体＞介護，福祉は学問分野としてマ

イナー．もっとリスペクトしなくてはいけな

い．今回は養成段階の課題で，大学のカリキ

ュラムの話があってもよかった． 
第3回の会議は，10月28日に大阪での開
催予定を確認した． 

（文責：京工繊大分会	 前田耕治）

 
 
 
 
 
65 人の涙と笑い 

JSA 京都支部の後援をいただいた上記の
つどいは，９月２日（土）午後，仏大2条キ
ャンパスで，65人のこの問題で悩む親子らが
参加．当事者がギターで歌を通してたちなお

った経過を報告，二人のひきこもりの親の思

い，支援を 20 年近くかかわった研究者のパ
ネルディスカッションとわかりやすい「ひき

こもり」の精神科医の講演であった．サイレ

ントマジョリティーといわれる人（この問題

で悩む人の 10 分の１が参加）が感動したつ
どいとなった． 
この問題は「日本の科学者」での特集をき

っかけに，本の出版を記念としてのつどいで

あった．JSA 京都支部の協力に感謝し報告す
る．	 	 	 	 	 	 	 	 	 （文責：藤本文朗） 

 
1. 第 5 回支部幹事会 
	 日時：9月21日（木）18：00〜20：00 
	 場所：京都支部事務局 
2. 9月読書会 
	 日時：9月22日（金）16：30〜 
場所：立命館大BKCキャンパス	 アクロ
スウイング7階	 75会議室 

http://www.ritsumei.ac.jp/campusmap/bkc/ 
	 	 ※上記URLキャンパスマップ上の4番の

建物 

	 テーマ：日本の科学者	 9 月号 「資本論
150年」 

	 担当： 平林論文（篠田剛氏）； 黒瀬論文 （橋
本貴彦氏） 

3. 第 23 回自然科学懇談会 
  日時：9月30日（土）13：30〜15：30 
  場所：楽友会館 
  講演者：元場俊雄氏（大阪電気通信大学名
誉教授，元学長，原子核理論） 

	 題目：注目されはじめた超原子核と星の話 
4. 第 5 回支部ワーキング会議 

「何度でもやりなおせる」出版記念シンポジウムの報告	

－「何度でもやりなおせる―ひきこもり支援の実践と研

究の今」のつどい－	

 

8 月・9 月の支部関連行事の案内 



 

-8- 

	 日時：10月6日（金）13：30〜15：30 
	 場所：京都支部事務局 
5. 京都支部講演会 
	 日時：10月6日（金）18:30～20:30（終了
予定） 

	 場所：龍谷大学（深草学舎）２１号館１階

１０１教室 
	 講演者：康宗憲（カンジョンホン）氏 

	 内容：アジアの歴史と平和の構築－米朝関

係の緊張と対話による問題解決－ 
6. 関西懇10月例会 
日時：10月8日（日）14：00～17：00 
場所：国労会館	 第一会議室 
テーマ：飛田晋秀さん撮影の「福島の展示写

真」 
担当：出口幹郎氏 

福島第一原発の事故を契機にして脱原発

を志すようになり，大飯原発運転差止京都訴

訟の呼びかけ人に加わって，2012年，初めて
原告として裁判というものに係わるようにな

りました． 
その後，2014年の大飯原発3，4号機運転

差止め判決や，2015年の高浜原発3，4号機
の運転差止の仮処分命令をみて，「司法は生き

ていた」との声に共感した直後に，九州電力

川内原発 1，2 号機の運転差止仮処分申し立
てを却下する裁判官が現れました．これを契

機にして裁判官批判に目覚め，ン十年ぶりに

日本国憲法を丁寧に読み直して，83歳にして
新しく学んだことが幾つかありますので，披

露したいと思います． 
その一つが憲法の構成です．第1章の天皇

はさておき，第2章に戦争放棄の第9条が置
かれ，国としての戦争はしないということを

定めています．一か条だけですが，しかし，

憲法の条文で戦争放棄を謳っている国は世界

中で日本だけだそうですから，この一か条の

価値の重みは，まさに地球の重さに匹敵する

と思います． 
国民の権利及び義務を定める条文は第3章

に置かれ，第 10条から第 40条までの 31個
の条文で構成され，憲法の全条文103個を最
も多く使用して構成されています．このこと

からも，現憲法が国民主権を守るためのもの，

主権在民を表すものであることがよく解りま

す． 
次に条文の多いのは，国民の代表として国

民主権を守るための法律を作る第4章の国会
です．第 41条から第 64条までの 23個の条
文で構成されています．衆議院・参議院の各

議員の任期は憲法で定められているので，衆

議院が解散されなくても，任期が来れば，総

選挙が行われ，新しい議員が選ばれ，形式上

は直接民意の反映があります． 
ここで憲法の話から少しそれますが，選挙

の方法が国会の制定する公職選挙法により定

められており，現行の小選挙区制では，民意

が正しく議員数に反映していないことは，周

シリーズ：私の憲法メッセージ 

    憲法を暮らしに生かす科学の目    
                                    富田道男 
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知の事実です．これを変えると現多数派の議

員数が激減することがほぼ確実なので，弱腰

の最高裁が度々違憲状態であると指摘はする

が選挙無効の判決を出さない結果，多数派は

党利党略で公職選挙法の抜本的な改正をしよ

うとしません．ですから，選挙法を道理ある

ものに変えようとしない多数派政党の議員は，

他のことでよいことを言っていても当選させ

てはならないと思います．国政選挙では現行

の小選挙区制を，せめて都道府県を１選挙区

とする中選挙区制に改めて，民意が議員数に

比例するように国会議員数も増やし，人口

100万人あたりの国会議員数が世界ランクで
160位以下という，近代国家として恥ずべき
非民主的な状況は改めなければなりません． 
さて本題に戻り，三番目に条文の多いのが

行政府の第5章内閣です．第65条から第75
条までの 11 個の条文で構成され，行政府の
長たる内閣総理大臣は，国会議員の中から国

会の指名により選ばれるので，任命するのは

天皇ですが（第 6条 1項），一応国民の代表
の中から代表たちにより選ばれ，間接的です

が，民意の反映があります． 
しかし憲法を読み直すきっかけとなった

裁判官に関する第 6章司法は，第 76条から
第 82 条までの７個の条文で構成され，幾つ
か問題のあることに気がつきました． 
まず第一に，最高裁が訴訟に関する手続き，

弁護士，裁判所の内部規律及び司法事務処理

に関する規則制定権を与えられ，検察官は最

高裁の定める規則に従わなければならないと

されているので，一応司法権は行政からの独

立が保障されているように見えます．しかし，

最高裁の長は，内閣の指名に基づいて天皇が

任命（第6条2項）し，他の最高裁の裁判官
は内閣が任命することになっています．高裁

や地裁などの下級裁判所の裁判官は全て，最

高裁が指名した者の名簿によって内閣が任命

し，任期は 10 年とされて，再任されること
ができるとしています．この仕組みは，いわ

ゆる司法官僚体制を許し，「内閣の任命する最

高裁のいうことを聞かないと・・・」という，

裁判官の独立を危うくする素地が憲法にある

ことを示しているように思います． 
第二に，この仕組みの中で司法に対して民

意の反映ができるのは唯一，衆議院議員総選

挙の際の最高裁裁判官に対する審査（第 79
条２項）だけで，下級裁判所の裁判官に対す

る国民の審査制度はありません．しかもこの

審査による罷免は，投票者の多数が裁判官の

罷免を可とする場合（第 79条 3項）とされ
ているので，投票用紙に罷免を可とする×を

付ける投票者が増えない限り，白票は×では

ない票つまり信任票に数えられ，×以外は無

効票とされるので，罷免を可とする票数が増

えることはありません．総務省の衆議院議員

総選挙・最高裁判所裁判官国民審査報告書＊）

によると，過去 5 回の衆議院総選挙の際に，
罷免を可とする得票を得た裁判官の得票率の

最高値はわずか 9.6％で，90％以上の投票者
が裁判官の罷免を可としないとされています．

この異常に高い数値の原因が白票を裁判官の

罷免を可としない有効票とする制度にあるこ

とはほぼ間違いありません．従って，過去に

この制度により罷免された裁判官が皆無であ

るという状況でこの制度を有効に活用するに

は，該当する裁判官に×印を付ける罷免運動

を全国的に展開する必要があります． 沖縄県
民の暮らしの係わる辺野古裁判をめぐる翁長

知事の違憲上告を口頭弁論も開かずに棄却し

た最高裁の裁判官は，次の総選挙で是非罷免

したいものです． 
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審査制度の無い下級裁判所の裁判官に対

しては，市民的批判を展開しましょう．市民

多数の暮らしに係る原発裁判や公害裁判で不

当な判決を下した裁判官に対しては，判決文

に基づきその不当な箇所を1か所でも具体的
に示して，判決の不当性を明らかにする市民

運動を展開することが必要だと思います． 

長くなりました．後は次の機会に残してお

くことにします． 
 

＊）総務省統計 
http://www.soumu.go.jp/senkyo/senkyo_s/

data/shugiin/ichiran.html	  

より筆者が算出しました． 
	

大学に入学した1958年以来，私は，2003
年まで 45 年間ずっと大学で暮らしてきた．
はじめの 10 年は学生・院生として，あとの
35年は国立大学の教員だった．当時の国立大
学教員は国家公務員で，教員になるとき，憲

法を守ります，と宣誓したものだ． 
	 憲法 15 条に，すべての公務員は，全体の
奉仕者であって一部の奉仕者ではない，とあ

る．国立大学の教員は，産学共同で，一企業

の利益に奉仕してはいけないことになってい

た．また，私は，自衛隊員の入学や米軍資金

に反対した．軍学共同などもっての他である．

憲法9条で戦争を永久に放棄し，軍隊をもた
ない日本の大学で軍事研究が許されるはずが

ない． 
	 私が大学を去った 2004 年以降，国立大学
は法人化され，大学の雰囲気がすっかり様変

わりした．財界主導・文科省直轄に変貌しつ

つある．さらに防衛省まで乗り込んできた．

大学人の心のよりどころは，憲法 23 条の学
問の自由，21 条の表現の自由，20 条の信教

の自由ではなかったか．大学の自治，学問の

自由がなければ大学は大学とはいえない． 
	 2010年12月，私の住んでいる岡崎地区で，
本物の死体を見せ物にする人体不思議展が開

かれた．この展覧会は私の幸福追求権（個人

の尊重）への侵害であるとして京都地裁に訴

えた．敗訴したが，人体不思議展を日本から

追い出すことには成功した． 
	 1945年は子どもだったので，8月 15日の
敗戦を伝える天皇の玉音放送は憶えていない．

しかし，女はかくれろ，と大人たちがさわい

でいるのを記憶している．翌年の 1946 年 1
月1日，天皇の人間宣言．周りの悪ガキども
が天皇陛下もションベンするらしい，と言っ

ていた．その4月に小学校入学．僕は戦後の
民主教育第一期生． 
	 1946年11月3日，新憲法の公布，翌1947
年5月3日施行．小学校の先生が，天皇は帽
子の徽章みたいなものになった，と教えてく

れた．なんでションベンたれが徽章になるの

か，僕にはサッパリ理解できなかった．主権

シリーズ：私の憲法メッセージ 

     主権在民，戦争放棄，個人の尊重       
                                 宗川吉汪 
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在民，戦争放棄，個人の尊重などは，僕らに

は空気みたいなものだった． 
	 日本国憲法が人類英知の到達点ということ，

それが 70 年間，憲法と一緒に生きてきてだ
んだん分かるようになった．個人の尊厳，民

主主義，カントの永遠平和の思想，それらが

戦後の日本の憲法に凝縮したのだ． 
	 新憲法の誕生は奇跡に近い．米ソ冷戦は終

戦間際から始まっていた．激しい内戦を経て，

中華人民共和国が1949年10月1日に誕生し
た．翌年の1950年6月25日，朝鮮戦争が勃
発した．GHQ のマッカーサー元帥は，その
年の7月8日，吉田首相に警察予備隊の設置
を命じた．憲法9条に阻まれて軍隊にするこ
とはできなかった．憲法制定が数年遅れたら

9条は存在しなかっただろう． 
	 新憲法は，僕らにとっては天からの贈り物

だったのだ．戦争で犠牲になった人たちを忘

れず，70年間，憲法を不断の努力によって保
持してきた．いわば憲法にいのちを吹き込ん

できた．憲法を考えることは，日本が戦争の

加害者であったことも忘れず，歴史を教訓化

し，エルンスト・ブロッホ＊のいう人類の直

立した歩みを展望することだ． 
	 安倍内閣は，いま，憲法に自衛隊を書き込

んで，再び日本を戦争のできる国にしようと

たくらんでいる＊＊．歴史の進歩に逆らうこの

ような暴挙を許してはならない．しかしもし，

万が一にも，憲法9条が穢され，骨抜きにさ
れたら，日本人は日本人でなくなる．孫子の

ためにも，そんなことを絶対させてはならな

い，と決意している今日このごろである． 
	 君が代，日の丸，天皇はいただけないが，

私はこれからもいまの憲法とともに暮らして

いきたいと思っている． 
 
＊エルンスト・ブロッホ「直立歩行，それは

動物との際立った相違点であるが，人間はま

だ直立で歩いていない．」 
 

＊＊安倍首相は，いま，憲法９条を改悪し，骨

抜きにしようとしている．「改悪」予想案を作

ってみた．１項，２項はそのままで３項を加

筆する．この案が国民投票にかけられたら通

ってしまうのではないかと恐れている．	  
「憲法9条改正案」	  
①日本国民は，正義と秩序を基調とする国際

平和を誠実に希求し，国権の発動たる戦争

と，武力による威嚇又は武力の行使は，国

際紛争を解決する手段としては，永久にこ

れを放棄する．	  
②前項の目的を達するため，陸海空軍その他

の戦力は，これを保持しない．国の交戦権

は，これを認めない．	  
③この憲法の掲げる恒久平和の理想を実現し，

国民の安全を守るため，自衛隊を置く

	 京都支部ニュース7月号にこのタイトルで小文を投稿しました． 
その後，2017年 8月 16日付「しんぶん赤旗」は，「8月 3日に発足した第 3次安倍再々改
造内閣の安倍晋三首相を含む 20 人の閣僚のうち，公明党所属の石井啓一国土交通相を除く自
民党所属閣僚全員（19人）が，「日本会議国会議員懇談会」（日本会議議連）や「神道政治連盟

寄稿 ： 政権に潜入する右派集団・日本会議（その 2）    

                                         宇民 正 
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国会議員懇談会」（神政連）などに加盟歴のある「靖国」派議員であることが，本紙の調査で明

らかになりました．‥（以下略）」と報じました．下の表はその記事に添付されたものです．ご

参考までに引用させていただきました． 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

◆◆◆◆	支部幹事会・ワーキング会議だより	◆◆◆◆

2017年度第4回幹事会（8／17）および第4回ワーキング会議（9／1）の報告 
 
1.	 会員の現況（9月4日） 
	 一般会員236，家族割り特別会費会員3，若手会員6，若手特別会費会員13 
	 会員合計258，読者4 
2.	 会費納入状況	 （8月28日現在） 
  17年度会費納入者：一般 148/236，家族割 3/3，若手 1/6，若手特別 5/13 
  16年度会費未納者：一般 5，若手特別 ３，催促状を送付しましたがお返事なし 
	 15年度会費未納者：一般 2，催促状を送付しましたお返事なし 
3.	 会員拡大について 
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	 若手2人の入会が予定されている． 
4.	 会員訪問 
	 先月号でお知らせした大学の現役会員訪問について，9 月 22 日（金）読書会をかねて立命
BKCを訪問することになりました．行事予定をご覧ください． 
	 目下，立命衣笠の会員に連絡中です．是非ご協力ください． 
5.	 8 月〜9 月の支部関連行事 
	 8月17日（木）JJS 8月読書会 
	 8月17日（木）第4回幹事会 
	 8月26日（土）～27日（日）関西懇夏の合宿 
	 8月26日（土）JJSサポーター会議 
	 9月1日（金）第4回ワーキング会議 
	 9月2日（土）「何度でもやりなおせる」出版記念シンポジウム 
	 9月12日（火）支部ニュース9月号発行，JJS10月号発送 

	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （文責：宗川吉汪） 

＜お尋ねします！！	 どなたの会費だったのでしょうか？＞ の顛末記 
	 支部ニュース８月号で，財政担当幹事として，どなたの会費か判断不能な「払込取扱票」が２

枚送られてきたことを，当該払込取扱票のコピーを示してお尋ねしましたが，１ヶ月経過しても

どなたからも申し出がありませんでした．そこで１枚は取扱郵便局へ，もう１枚は立命館大学事

務へ，直接に出向き取扱票を示して調査してもらいました．その結果，幸いにも２名の会員の名

前が判明して一件落着しました． 
	 しかしながら一方で，２人とも本人からの申し出はなかったので，支部ニュースのこの部分を

お読みになっていないことも判明して，編集担当幹事としてはいささか不安を感じています．支

部ニュースがチャンと読まれていないのではないかという不安です． 
	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 	 （財政・編集担当幹事：鈴木） 
 


